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「2011 年５月期 第３四半期連結業績概要」のお知らせ 

 

「平成 23 年５月期 第３四半期決算短信」に関する補足説明の資料として、添付の「2011 年５月

期 第３四半期連結業績概要」をお知らせいたします。 

 

なお、本資料には、当社の現在の計画や業績の見通しなどが含まれております。これら将来の

計画や予想数値などは、現在入手可能な情報をもとに、当社が計画･予想したものであります。

実際の業績などは、今後の様々な条件・要素によりこの計画などとは異なる場合があり、本資料

はその実現を確約、保証するものではございません。 
また、本資料への公認会計士または監査法人の関与はございません。 
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2011年３月24日
アスクル株式会社

2011年５月期 第３四半期 連結業績概要

日本のビジネスインフラとしての
アスクルの社会的役割に全力

～既存事業の収益力を背景とした中長期的な成長戦略は不変～
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（ご注意）
本資料には、当社の現在の計画や業績の見通しなどが含まれております。これら

将来の計画や予想数値などは、現在入手可能な情報をもとに、当社が計画･予想し
たものであります。実際の業績などは、今後の様々な条件・要素によりこの計画など
とは異なる場合があり、この資料はその実現を確約したり、保証するものではござい
ません。また、この資料への公認会計士、監査法人の関与はございません。

本資料における新規事業とは「SOLOEL」「アスマル（ぽちっとアスクル）」「愛速客楽
（上海）」を指します。既存事業とは新規事業以外を指します。

なお、買収したアルファパーチェスの売上は新規事業にアルファパーチェスの商材
をアスクルで販売したものは既存事業に含みます。
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通期連結業績予想の修正（３月９日開示）

（単位：百万円） 修正前 修正後 増減額 増減率

売上高 200,000 200,000 ‐ ‐%

営業利益 8,000 6,500 △ 1,500 △18.8%

経常利益 8,000 6,300 △ 1,700 △21.3%

当期純利益 3,000 2,200 △ 800 △26.7%

【修正理由】
・アスマルの事業計画を現状トレンドをベースに修正したことによる営業損失の拡大

⇒通期で約５億円増加
・滞留在庫（マスク）の低価法適用による評価損計上⇒約４億円
・圧倒的な商材の拡充を視野にお客様基盤の拡大（中期的な収益成長）を目的とした主力商材の戦
略的価格設定による影響⇒約４億円

【東北地方太平洋沖地震の影響について】
平成23年３月11日に発生いたしました「東北地方太平洋沖地震」により、主に本社（e-tailing 

center）および仙台ＤＭＣ（物流センター）に損害が生じましたが、本社機能を移転し、関東以西の物
流センターの稼動により営業活動を継続しております。また、この地震に伴う停電等により、商品の
受発注・入出荷等に影響が出ておりますが、徐々に正常化に向かう見込みであります。

しかしながら、今回の地震による当社グループの被害状況につきましては現在調査中であり、当社
グループの営業活動に及ぼす影響、修繕費用等の損害額は現時点では未確定であるため、新たな
業績予想につきましては、影響額が確定次第開示する予定です。

なお、当社が使用しているオフィスおよび物流センターは、全て賃貸物件となっております。

3
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～01/５期
（カタログビジネスモデルによる高成長）

02～04/５期
（基盤の磨き込み）

（億円）

売上高 ：棒グラフ（左目盛）
営業利益：折線（右目盛）

（注） 97/５期までのデータは、プラス㈱

アスクル事業部としてのものであり、

公認会計士または監査法人による

関与はありません。

（億円）11～13/５期

中期計画
（大きな飛躍）

07～10/５期
（次世代ビジネス
モデルへの変革）

05～06/５期
（持続的成長）

アスクルアリーナ等
売上高

新規事業売上高

除く、
新規事業
アスクルアリーナ等
売上高

既存＋新規
相乗効果による
二桁売上成長

12/５期以降、上記の全社数値計画とは別に
社内目標は更なる高成長を目指す

中期計画における全社数値計画
10/10/５５期第４四半期開示期第４四半期開示資料資料

中期計画のビジョン・成長ベクトルは不変
数値は見直しの上、11/５期４Q開示予定
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Ⅰ.東北地方太平洋沖地震の復旧状況

Ⅱ. 第３四半期業績の概要

Ⅲ. 新規事業の状況

本日のアジェンダ

5

『被災地復興と復旧を支援する
企業活動のライフラインの確保』

を社会的責任として遂行する

アスクルのミッション
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【宮城】

■e-tailing center(本社）

■辰巳お問合せセンター

■新宿お問合せセンター

■西葛西受注センター

■DCMセンター（物流）

■仙台お問合せセンター

■仙台DMC（物流）

【福島】

■郡山受注センター

【東京】

【沖縄】

■沖縄受注センター

【愛知】

■名古屋センター（物流）

【神奈川】

■横浜センター（物流）

■横浜返品センター

【大阪】

■大阪DMC（物流）

【福岡】

■福岡センター（物流）

■福岡お問合せセンター

【北海道】

■北海道PPC倉庫

（仙台DMC２物流）

東北地方太平洋沖地震からの復旧状況

震災の影響があり
復旧できていない

震災の影響があり
完全復旧できている

震災の影響なし

（2011年3月23日現在）

お問い合わせ
センター

物流
センター
受注

センター
e-tailing 

センター（本社）

震災の影響があるも
一部復旧できている

東北エリアのみ受注・配送
未復旧（３月22日現在）

サーバーの二重化により
地震当日もサービス継続

代替配送実施済み

7

被災施設の状況

施設名 通常の機能 状況

仙台お問い合わせセンター
全お問い合わせの約20％
（90ブース）

３/25から50％程度の稼働率で再
開予定

仙台DMC（物流センター） 全出荷量の約12％
仙台DMCの復旧の目途は立ってい
ないが、他拠点からの代替配送を
実施

郡山受注センター
全FAX受注の約30％
（30ブース）

50％程度のブース稼動済。残りの
ブース分沖縄・辰巳でカバー済

辰巳お問い合わせセンター
全お問い合わせの約50％
（210ブース）

他拠点で40％程度のブースをカ
バー済。来週初めにはフルカバー
予定

e-tailing センター 本社機能 各拠点に分散し機能復旧済
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東北地方太平洋沖地震に対する今後の施策

本社機能等業務を行う為に必要となる最低限の機能
の復旧と、首都圏へのサービス再開⇒３/13ほぼ完了

機能の100％回復に向け、前頁の被災施設を復旧し、
東北エリアへのサービスを再開

本社オフィスを含め安全に事業継続が可能な拠点の
再構築により、中期計画のビジョンを遂行する

11/５期中

11/５期中

3月11日地震発生

9

災害関係の詳細はホームページに掲載

http://www.askul.co.jp/をご覧ください
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日次売上高は着実に回復

３/11
地震発生

社会的責任を果たすため
全役職員総力をあげて復旧に傾注

日次売上高の回復は
お客様企業のアスクルへの期待

３/17
政府による

緊急節電要請

３/19
今までの滞留分
の出荷を実施

11

Ⅰ.東北地方太平洋沖地震の復旧状況

Ⅱ. 第３四半期業績の概要

Ⅲ. 新規事業の状況

本日のアジェンダ
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△1,391△55.10.81,1341.82,525四半期純利益

△899△18.32.84,0263.54,925経常利益

△929△18.52.84,0863.65,016営業利益

+1,189＋4.319.928,90019.927,711販管費

＋259＋0.822.732,98723.532,727売上総利益

＋6,113＋4.4100.0145,166100.0139,052売上高

差 額
（B）-（A）

前年同期比
（B）/（A）－１

売上比金 額
（B）

売上比金 額
（A）

11/５期 第３四半期10/５期 第３四半期

９ヶ月累計

％百万円 ％％百万円 百万円

第３四半期業績（９ヶ月累計）の概要（連結）

・既存事業の再成長およびアルファパーチェスの連結効果もあり売上高は増加
・計画は未達もマスクの評価損等の一過性の事象を吸収し粗利額は維持
・中長期的な成長を期待する新規事業は着実に前進するも計画からは乖離

13

△204△21.41.57482.1953四半期純利益

＋417＋30.23.61,8013.01,383経常利益

＋411＋29.33.71,8183.11,407営業利益

＋520＋ 5.719.49,64620.09,126販管費

＋932＋8.823.011,46523.110,533売上総利益

＋4,232＋9.3100.049,785100.045,552売上高

差 額
（B）-（A）

前年同期比
（B）/（A）－１

売上比金 額
（B）

売上比金 額
（A）

11/５期 第３四半期10/５期 第３四半期

３ヶ月累計

％百万円 ％％百万円 百万円

第３四半期業績（３ヶ月累計）の概要（連結）

３ヶ月累計の前年同期比においては、
売上高および営業利益ともにプラス成長に転換
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106%

6月 8月 10月 12月 2月 4月 6月 8月 10月 12月 2月 4月 6月 8月 10月 12月 2月

◆月次売上高（単体）の推移（稼働日修正後前期同月度対比）

単体単体

新型インフル
エンザの影響

月次売上高は、リーマンショック前の水準に回復

2008年 2009年 2010年

ﾘｰﾏﾝ
ｼｮｯｸ

月次売上高の推移

15

単体単体

サービス進化（クーポン等）により購入お客様数は安定増加
購入お客様単価も商材の拡大に伴い、前年比プラスへ

-15.0%

-10.0%

-5.0%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月

購入お客様単価 伸長率（前期同月度対比）

購入お客様数 伸長率（前期同月度対比）

購入お客様数・単価伸長率の推移

2009年 2010年

※2010年３月より前期実績から
ぽちっとアスクル分を除いております。

お客様数

お客様単価
大幅

値下げ
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全社で取り組んでいる
Ｗｅｂビジネスが順調に拡大
インターネット売上高比率

11/２月単月度実績 64.2％

08/５期 09/５期 10/５期
11/５期
３Ｑ累計
（9ヶ月累計）

11/５期
計画

12/５期
計画

13/５期
計画

通期 54.3% 56.9% 59.3% 62.5% 64.0% 67.0% 70.0%

54.3%

56.9%

59.3%

62.5%

64.0%

67.0%

70.0%

50.0%

55.0%

60.0%

65.0%

70.0%

単体単体インターネット売上高比率は順調に拡大

Ｗｅｂの利便性を活かした
お客様ニーズへの対応と

ローコストオペレーションの
更なる推進を目的として

70％超えを目指す

11/11/５５期第２四半期開示期第２四半期開示資料資料改訂改訂

17

Ｗｅｂ専用（非在庫）商材の拡大

中期計画における既存事業の施策であるＷｅｂ専用商材の
拡大策は、トップラインの成長に引き続き寄与。今後、

アルファパーチェス商材の投入で更なる売上拡大を企図
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Ｗｅｂ専用（非在庫）商材の売上推移

（注） 08/12月度を1.0として指数化

しております。

09/11月
業務統合システム導入

↓
商品数拡大のボトルネック解消

11/11/５５期第２四半期開示期第２四半期開示資料資料改訂改訂
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アルファパーチェス商材の投入

震災の影響が１～２ヶ月あるものの早期の商材投入をめざす

19

△2.3175,544＋4.2133,236△4.3127,885小計

188,991

13,447

14,495

37,256

43,458

80,333

金額
（百万円）

（参考）10/５期通期-連結
11/５期第３四半期

９ヶ月累計

10/５期第３四半期

９ヶ月累計

△2.9

＋21.6

△18.9

＋3.9

△5.0

△4.6

前年同期比
（％）

137,249

9,363

9,768

27,695

31,146

59,274

金額
（百万円）

△2.6＋4.432,521事務用品

△0.8＋2.6140,838合 計

＋25.4△18.87,601その他

△11.8＋13.611,095オフィス家具

＋4.1＋6.929,598オフィス生活用品

△3.1＋1.360,020ＯＡ・ＰＣ用品

前期比
（％）

前年同期比
（％）

金額
（百万円）

Ｗｅｂ専用商材の拡充等により事務用品・オフィス家具の成長が加速

成長分野として注力中のオフィス生活用品は引き続き好調維持

新型インフルエンザの影響（その他）を除けば前年同期比＋4.2％の増収確保

品目別売上高（９ヶ月累計） 単体単体

※当四半期より、アルファパーチェスが連結されるため、単体にて品目別売上高を開示しております。



2011年５月期第３四半期 連結業績概要（2011.3.24）

Copyright(c) 2011 ASKUL Corporation. All rights reserved. 11

20

品目別売上高（３ヶ月累計）

※当四半期より、アルファパーチェスが連結されるため、単体にて品目別売上高を開示しております。

金額
（百万円）

前年同期比
（％）

金額
（百万円）

前年同期比
（％）

ＯＡ・ＰＣ用品 19,611 △ 4.1% 20,155 ＋ 2.8%

事務用品 10,247 △ 2.5% 10,914 ＋ 6.5%

オフィス生活用品 8,765 ＋ 2.3% 9,626 ＋ 9.8%

オフィス家具 3,056 △ 7.7% 3,648 ＋ 19.4%

小計 41,681 △ 2.7% 44,345 ＋ 6.4%

その他 3,224 ＋ 11.5% 2,657 △ 17.6%

合計 44,905 △ 1.8% 47,002 ＋ 4.7%

10/５期第３四半期
（３ヶ月累計）

11/５期第３四半期
（３ヶ月累計）

単体単体

３Q（３ヶ月累計）で見た場合、全カテゴリで成長が加速

21

売上総利益額 329億円 前年同期差 ＋2.5億円

売上総利益率 22.7％ 前年同期差 △0.8ポイント

＜四半期ごとの売上総利益率の推移＞
１Ｑ：23.1％ ２Ｑ：22.1％（マスク滞留在庫の評価損計上がなければ23.0％）

３Q：23.0％

＜売上総利益額の前年同期差内訳＞

売上高拡大により売上総利益額は前年同期差プラス転換

⇒売上総利益率は、一昨年８月の史上最大の値下げ以降23％近辺で変化なし

売上総利益・販管費（９ヶ月累計）のポイント

販管費 289億円 前年同期差 ＋11.8億円

売上高販管費比率 19.9％ 前期差 ＋0.0ポイント

＜四半期ごとの売上高販管費比率の推移＞
１Ｑ：20.0％ ２Ｑ：20.4％ ３Q：19.4％

＜販管費の前年の同期差内訳＞

・成長を牽引する業務統合システム導入等
による減価・ソフトウェア償却費の増加 約６億円

・売上増等に伴う配送運賃の増加 約５億円
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19.0%

19.5%

20.0%

20.5%

１Q ２Q ３Q ４Q

10/５期

11/５期

売上高販管費比率の推移

業務統合システムの稼動（10／５期３Q）によるコスト削減および
売上高の拡大により、売上高販管費比率は前年同期比で低下

23

営業利益 40.8億円 前年同期差 △9.2億円

特別損失 9.6億円

当期純利益 11.3億円

設備投資 17.5億円（年間計画30億円）
「アスマル」ＥＣサイト等 3.8億円
名古屋物流センター設備増強 2.9億円
「アスクル・インターネットショップ」ＥＣサイト機能改善 1.2億円
（参考）減価・ソフトウエア償却費 27.5億円 （年間計画 39億円）

営業利益（９ヶ月累計）～当期純利益、設備投資のポイント



2011年５月期第３四半期 連結業績概要（2011.3.24）

Copyright(c) 2011 ASKUL Corporation. All rights reserved. 13

24

既存事業の収益力は不変
単位：億円

既存事業の収益力は不変
今後は新規事業の黒字化をめざす

0

5

10

15

20

25

30

35

前期１Q実績 今期１Q予算 今期１Q実績 前期２Q実績 今期２Q予算 今期２Q実績 前期３Q実績 今期３Q予算 今期３Q実績

マスク評価損 アスマル営業赤字 愛速客楽（上海）営業赤字 SOLOEL営業赤字 連結営業利益

史上最大の値下げを前提と
した原価低減の前倒し効果

25

新カタログ施策
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26

2010春・夏号「ステキな明日が来るアスクルへ」
Eco Turn 開始

↓
2010秋・冬号
「ステキな明日への次の一歩」

1 box for 2 trees開始
↓

2011春・夏号「みんなで木にする。」
1 box for 2 trees進行中

新カタログ発刊①

価格が安いのは当たり前、常に進化する
サービスの差別化によりトップラインを牽引

27

新カタログ発刊②

植林に繋がるコピー用紙（インドネシア産）を圧倒的価格に値下げ
国内生産品とパッケージを変え、お客様の意思で選択可能に
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新カタログ発刊③

「オフィスの必需品はアスクルが断然安い！」
衝撃的なロープライスでお客様の求める高品質を実現

2929

新カタログ発刊④

“1 box for 2 trees”（コピー用紙１箱ご購入で、２本の

植林につながるプロジェクト）で、
「植林状況報告」のサービスを新たに展開
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30

新カタログ発刊⑤

オリジナル商品の約95％を環境対応し、商品
差別化を図ることにより売上高の向上を企図
まとめ配送により環境負荷低減と同時に配送
効率の向上を企図

30

31

Ⅰ.東北地方太平洋沖地震の復旧状況

Ⅱ. 第３四半期業績の概要

Ⅲ. 新規事業の状況

本日のアジェンダ

31
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32

１Q ２Q ３Q ４Q

期初計画
実績（アルファパーチェスなし）
実績（アルファパーチェス入り）

（四半期）

新規事業売上高の進捗状況

アスマルはお客様単価
が伸び悩み売上高計画
差が拡大
ＳＯＬＯＥＬ・愛速客楽(上
海)についても売上高計
画に届かず
上記３事業の売上高計
画の乖離をアルファパ
ーチェスの買収効果に
より補填

アルファ
パーチェス
買収効果

による補填

中期的な新規事業の展開方針は不変
32

33

SOLOELスタンダードは、お客様のニーズ
に基づき、アスクルアリーナとの統合により
SOLOEL ARENAへモデル変更することで
展開スピードを加速

SOLOELエンタープライズは、超大企業に
特化し、サービス材への展開も睨んだ通過
額の拡大（深掘）により収益性を向上

１３/５期の黒字化をめざす

SOLOELのサマリー

33
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間接材一括購買管理システムの
デファクトスタンダードを目指して

間接材一括購買管理システムの
デファクトスタンダードを目指して

超大企業のお客様中心に展開
・お客様の立場でオーダーメイド設計

これまでの課題
・引き合いは強いが導入に時間
・収益機会の多角化が必要

超大企業のお客様中心に展開
・お客様の立場でオーダーメイド設計

これまでの課題
・引き合いは強いが導入に時間
・収益機会の多角化が必要

【エンタープライズ】 【スタンダード】

SOLOELの進化

アスクルアリーナのお客様中心に展開
・アスクルアリーナ同様の利便性を追求

これまでの課題
・サプライヤとの個別の契約・価格設定
・お客様への請求書の一本化

アスクルアリーナのお客様中心に展開
・アスクルアリーナ同様の利便性を追求

これまでの課題
・サプライヤとの個別の契約・価格設定
・お客様への請求書の一本化

提案から利用開始までの期間短縮
⇒ノウハウの蓄積により効果をコミットし提案

システム通過額の拡大
⇒徹底的な深掘によるサービス材への展開

新たな価値提案（収益源）
⇒商材の集約、まとめ配送による最適化推進

提案から利用開始までの期間短縮
⇒ノウハウの蓄積により効果をコミットし提案

システム通過額の拡大
⇒徹底的な深掘によるサービス材への展開

新たな価値提案（収益源）
⇒商材の集約、まとめ配送による最適化推進

アルファパーチェスによる商流一本化
⇒個別の契約・価格設定の課題解消

アスクル既存システムとの融合
⇒アスクルアリーナとの統合による１万８千社

のお客様へのサービス展開
⇒アスクルエージェントによる請求書の一本化

アルファパーチェスによる商流一本化
⇒個別の契約・価格設定の課題解消

アスクル既存システムとの融合
⇒アスクルアリーナとの統合による１万８千社

のお客様へのサービス展開
⇒アスクルエージェントによる請求書の一本化

11/５期のエンタープライズの導入状況、スタンダードのモデル変更に加え、今
回の震災の影響を加味した場合、目標としていた12/５期黒字化は困難なも
のの、13/５期の黒字化をめざす。（新たな事業計画は11/５期４Q開示予定）

35

ワンストップ

コスト削減

プロセス管理

コスト削減

見える化

経営リソース

最適化

エンタープライズ

在庫品
定番商品
ＰＢ商品

ポリ袋
プラスチック梱包材
緩衝材
梱包用段ボール箱
ラミネート&フィルム
包装紙/外装袋
梱包用テープ

ラップトップPC
デスクトップPC
PC周辺機器
コピー機/複合機
プリンター
サーバ （管理・レンタル）
パッケージソフト

物品系カテゴリ
事務消耗品

文房具
事務用品
用紙類
トナー・インク
生活雑貨
オフィス用品

事務備品
オフィス家具/什器
事務所備品
医薬品
事務機器全般
家電製品

印刷物
印章/スタンプ
帳票・封筒
名刺
その他印刷物

図書
書籍
雑誌
特殊刊行物

ＭＲＯ
安全/衛生/静電用品
工具
塗料
研磨剤
溶接資材
製造用消耗品
産業ガス
ユニフォーム
クリーンルーム用品

研究資材
工業用化学薬品
研究材料
試薬
燃料/潤滑剤
研究室消耗品

理化学
実験器具
理化学機器
計測器
検査機器

パッケージ

生産設備
検査設備
技術設備
加工設備
金型
プレス
設備保守

ＩＴ

総務
贈答品
事務制服
花卉（生花）
新聞

マーケティング
販促ツール
ノベルティ
店舗什器

∞SKUの品揃えを目指す

お客様個別

サプライヤ

非在庫品
テール商品

売
上
軸
←

→商品軸

（注）「きっとアル！」 「APMRO.COM」はアルファパーチェスのフロントサイトの名称

スタンダード

サ
ー
ビ
ス
系
カ
テ
ゴ
リ

移
行

SOLOELスタンダードからSOLOEL ARENAへ

スタンダードのパイロット運用期間の
お客様の声からビジネスモデル変更

『アスクルアリーナ』と統合し、より利
便性の高い『SOLOEL ARENA』へ

システム開発（着手済み）を実施し
2011年９月にグランドオープン予定

35
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ワンストップ

コスト削減

プロセス管理

コスト削減

見える化

経営リソース

最適化

エンタープライズ

在庫品
定番商品
ＰＢ商品

ポリ袋
プラスチック梱包材
緩衝材
梱包用段ボール箱
ラミネート&フィルム
包装紙/外装袋
梱包用テープ

ラップトップPC
デスクトップPC
PC周辺機器
コピー機/複合機
プリンター
サーバ （管理・レンタル）
パッケージソフト

物品系カテゴリ
事務消耗品

文房具
事務用品
用紙類
トナー・インク
生活雑貨
オフィス用品

事務備品
オフィス家具/什器
事務所備品
医薬品
事務機器全般
家電製品

印刷物
印章/スタンプ
帳票・封筒
名刺
その他印刷物

図書
書籍
雑誌
特殊刊行物

ＭＲＯ
安全/衛生/静電用品
工具
塗料
研磨剤
溶接資材
製造用消耗品
産業ガス
ユニフォーム
クリーンルーム用品

研究資材
工業用化学薬品
研究材料
試薬
燃料/潤滑剤
研究室消耗品

理化学
実験器具
理化学機器
計測器
検査機器

パッケージ

生産設備
検査設備
技術設備
加工設備
金型
プレス
設備保守

ＩＴ

総務
贈答品
事務制服
花卉（生花）
新聞

マーケティング
販促ツール
ノベルティ
店舗什器

∞SKUの品揃えを目指す

非在庫品
テール商品

売
上
軸
←

→商品軸

（注）「きっとアル！」 「APMRO.COM」はアルファパーチェスのフロントサイトの名称

サ
ー
ビ
ス
系
カ
テ
ゴ
リ

SOLOELSOLOEL
ARENAARENA

SOLOELスタンダードからSOLOEL ARENAへ

お客様個別

サプライヤ

スタンダードのパイロット運用期間の
お客様の声からビジネスモデル変更

『アスクルアリーナ』と統合し、より利
便性の高い『SOLOEL ARENA』へ

システム開発（着手済み）を実施し
2011年９月にグランドオープン予定

36

37

超大企業

中小事業所

サプライヤサプライヤサプライヤエージェント

サプライヤサプライヤサプライヤ

1,300万SKU

中堅・大企業

全国を網羅する
エージェントの営業力

卓越したマスタ管理
により商品数を拡大

エンタープライズ

SOLOELSOLOEL
ARENAARENA

130万SKU＋∞

超大企業に集中し
お客様の立場で

個別の課題を解決

サプライヤサプライヤ新サプライヤ

お客様の声で必要な
間接商材をさらに拡大

アスクルアリーナの
お客様を中心に簡便な
間接材購買管理を実現

グループ全体で間接材一括購買サービス

37
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商品販売差益

（通常の物販売上計上に伴う差益）

サプライヤからの商流通過料

（フィービジネスを想定）

アスクルの

収益計上

SOLOEL ARENAでまとめて

簡単・便利に購入可能

サプライヤ毎に個別に契約・

価格設定・商材設定
商品の購入

アスクルアリーナのお客様への

システムバージョンUP方式を採用

12/５期に18,000社のお客様に

一気に展開を図る

お客様１件毎に提案し導入

11/５期2,000件、12/５期3,000件

13/５期4,000件への導入を計画

お客様数

全国を網羅するエージェントが

導入からご利用促進までサポート

事業部員が

TEL／メールでサポート

サポート

稼動促進

アスクル（エージェント）に

まとめて一括お支払い
サプライヤ毎にお支払い

お客様の

お支払い

SOLOEL ARENASOLOELスタンダード

『アスクルアリーナ』との統合により、SOLOELスタンダードでは活用できなかった
アスクルエージェント機能（営業・債権回収）をフル活用

SOLOEL ARENAへの進化のポイント

39

0

100

200

300

400

04/５期 05/５期 06/５期 07/５期 08/５期 09/５期 10/５期 11/５期

184

128

103

83

57

27
12

161

0

50

100

150

04/５月 05/５月 06/５月 07/５月 08/５月 09/５月 10/５月 11/２月

アスクルアリーナ等売上金額の推移

アスクルアリーナ累計ご登録企業数の推移（四捨五入）

（億円）

（100社）

SOLOEL
ARENA

中堅企業中堅企業

大手企業大手企業

中小事業所中小事業所

SOLOEL
エンタープライズ

ｱｽｸﾙｱｽｸﾙ

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄｲﾝﾀｰﾈｯﾄ

ｼｮｯﾌﾟｼｮｯﾌﾟ

アスマルアスマル個個 人人

ｱｽｸﾙｱﾘｰﾅｱｽｸﾙｱﾘｰﾅ

11/５期 目標 412億円

SOLOEL ARENAのお客様基盤

42

85

149

224

297

345

387

279億円
（10/５期

3Q累計実績）

331億円
（11/５期３Q累計実績）
前年同期比 +18.8％

SOLOEL ARENAのお客様基盤となる
アスクルアリーナのご利用は計画を上回る進捗

39
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フォーラムには約400名が参加。企業競争力強化の
手段としてのSOLOELの導入ニーズはさらに上昇

SOLOEL 日経ビジネスイノベーションフォーラム

41

■２月末現在、８企業グループ、合計151社に導入
・アサヒビールグループ様 ・オムロングループ様

・資生堂グループ様 ・ソニーグループ様＊

・ジェイアール東日本商事様 ・ワールド様＊＊

・三越伊勢丹ビルマネジメント様

・紀文食品様

■取り扱い商材数、約1,300万ＳＫＵ＊ ＊ ＊
（外部カタログ含む）

■導入候補17社中、最終協議中６社

＊＊＊ ＳＫＵ：Stock Keeping Unitの略、最小在庫管理単位のこと

SOLOELエンタープライズの進捗状況

＊ ソニーグループ様は間接材購買業務のみSOLOELが代行、
＊＊ ワールド様は間接材購買業務に加え、システム利用（交渉中）

41
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42

計画対比では、お客様単価の乖離を主因
として、収益性の改善に遅れ

足元では、おまとめ配送利用率の向上等
の施策により月次ベースでの営業赤字額
拡大を抑制

今後は、おまとめ配送利用率のさらなる向
上・生活用品主要サプライヤの直取引開
始による粗利改善により赤字額の縮小を
めざす

アスマルのサマリー

42

43

アスマル 収益構造転換に注力

10月 11月 12月 1月 2月

アスマル営業赤字の月次推移

赤字拡大をコントロール

おまとめ配送未利用者 おまとめ配送利用者

1.0%

1.5%

2.0%

2.5%

3.0%

3.5%

4.0%

10月 11月 12月 1月 2月

おまとめ配送利用率の推移（受注件数ベース）

おまとめ配送の効果（お客様単価比較）

対象期間：2010/09/01～2011/02/28
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【お客様単価アップの推進】

⇒おまとめ配送利用率のさらなる向上

①認知の促進
1dayプライス、1dayメール内での告知強化

②おまとめ便リマインドメールのスタート

アスマル お客様単価アップと粗利改善策

【粗利改善策の推進】

⇒生活用品主要サプライヤ３社との直取引開始
（別途、約180社と直接取引開始済み）

①当該商品の粗利率で約９％の改善見込み

②当該商品の売上物流費率は1.4％程度改善の見込み
44

4538

発売日 2010年12月16日 発売日 2010年12月13日

愛速客楽（上海） 新PB商品投入

・売上計画は未達ながら収益構造転換により収益面では計画を上回る実績
・早期の黒字化（固定費吸収）に向けて

⇒PB商品の投入・ブランド価値構築による売上高の積み上げ
⇒売上高向上に伴う配送費等のさらなるコスト効率化の推進

45
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中国の有力IT専門媒体である52硬件網が主催する
【2010年五つ星賞表彰式】において
「最も期待されるブランド賞」を受賞

盛り上がるアスクル出展ブース表彰式の受賞の模様

■ 受賞理由
中国市場進出以来、2010年の中国市場の特徴を踏まえた積極的なPB商品及びPNB商品
の投入が評価されたもの。
■ 52硬件網とは
中国上海に拠点を置くPC用品、オフィス用品、デジタル用品、ECサイト等の関連情報を
提供するIT専門媒体。強い影響力を持つ。

愛速客楽（上海） 「最も期待されるブランド賞」受賞

3946

47

Ｗｅｂサービス提供による既存事業の再成長
二桁成長回帰に向けた新規事業の展開

93/５期 11/５期

事
業

展
開

カタログベース、 在庫型、 オフィス用品

カタログビジネスモデル
による高成長

持続的成長

新たなる成長

Ｗｅｂサービス

（事業年度）

アスマル

上海を起点とした

アジア展開

既存事業の成長

新規事業の成長

アスクル成長のイメージ
11/11/５５期第１四半期開示期第１四半期開示資料資料改訂改訂

ＳＯＬＯＥＬ

アルファパーチェス

間
接
材

4047



2011年５月期第３四半期 連結業績概要（2011.3.24）

Copyright(c) 2011 ASKUL Corporation. All rights reserved. 25

48

お客様のために

進化するアスクル

日本の復活のため日本の復活のため

全力をあげて企業支援をする全力をあげて企業支援をする

4748

49

付 録

4249
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《付録》

①インターネット受注 売上高比率（単体）

②オリジナル商品（単体）

40.4％△4.2ポイント36.2％上 記 以 外

59.6％＋4.2ポイント63.8％インターネット経由

10/５期
第３四半期

（３ヶ月累計）
前期差

11/５期
第３四半期

（３ヶ月累計）

13.3％＋0.1ポイント13.4％売 上 高 構 成 比 率

58.5％
＋23.6ポイント

（＋8.4ポイント）

82.1％
（66.9％）

グ リ ー ン 商 品 比 率
※ Ｓ Ｋ Ｕ ベ ー ス

3,365＋393,404オ リ ジ ナ ル 商 品 数

10/５期 ２月度前期差11/５期 ２月度

（注） 売上高比率は、受注ベースで記載しております。

（注１） 各期２月度の単月実績を記載しております。
（注２） グリーン商品比率は、ナショナルブランドのアスクル限定販売商品を除いて算出しております。

また、今第２四半期より、グリーンマーク以外の環境視点での対応商品も含む新基準を採用しており、
今第３四半期については、参考のため、括弧内に旧基準でのグリーン比率を併せて記載しております。

（注３） 売上高構成比率算出に用いるオリジナル商品売上高（分子）には、オリジナル・コピーペーパーは
含まれておりません。

（注４） 各数値には、メディカル＆ケアカタログ、メディカルプロカタログ、家具カタログ掲載品を含みます。

（単位：SKU）

4350
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△80.6％

△52.7％

1,217236ソフトウエア仮勘定（注2）

83建 設 仮 勘 定 （ 注 2 ）

（単位：百万円）

（参 考）

△43.0％

＋73.8％

△31.2％

前期比

10/５期
第３四半期（９ヶ月累計）

11/５期
第３四半期（９ヶ月累計）科目名

2,2991,311無 形 固 定 資 産

256446有 形 固 定 資 産

2,5561,757【 設 備 投 資 額 】

金 額金 額

③設備投資

（注１）設備投資額は発生ベース額にて記載しております、減少分は反映しておりません。
（注２）建設仮勘定およびソフトウエア仮勘定は一部消費税等を含んでおります。
（注３）11/５期 第３四半期における主な設備投資は以下の通りであります。

「アスマル」ＥＣサイト等 3.8億円
名古屋物流センター設備増強 2.9億円
「アスクル・インターネットショップ」ECサイト機能改善 1.2億円

《付録》
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